
令和６年 4 月 18 日実施 全国学力・学習状況調査  【小学校 算数】 松山市の調査結果の概要 

１ 算数について 

全国と松山市の調査結果を比較すると、全体的には全国平均とほぼ同じ状況でした。 

  学習指導要領に示されている、「数と計算」「データの活用」の領域は全国平均をやや上回

り、「図形」「変化と関係」の領域は全国平均とほぼ同じ状況でした。 

  評価の観点では、「知識・技能」は全国平均をやや上回り、「思考・判断・表現」は全国平

均とほぼ同じ状況でした。 

  問題形式別では、「記述式」は全国平均をやや上回り、「短答式」「選択式」は全国平均とほ

ぼ同じ状況でした。 

２ 分析結果から特徴が見られた問題 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 考察 

１⑴は、問題場面の数量の関係を捉え、式に表すことができるかどうかをみる問題です。

はじめに持っていた折り紙の枚数を□枚として、問題場面どおりに加法の式に表すことが求

められます。正答率が全国平均を上回りました。 

  ４⑴は、除数が小数である場合の除法の計算をすることができるかどうかをみる問題です。

被除数の 540 を 10 倍して 5400、除数の 0.6 を 10 倍して６とし、5400÷６として計算するな

ど、除数が小数である場合の除法の計算を正しく計算することが求められます。正答率が全

国平均を大きく上回りました。 

  ４⑷は、速さの意味について理解しているかどうかをみる問題です。家から図書館までの

速さを求める場合には、問題の場面から、家から図書館までの道のりと時間を読み取り、そ

れらを基にして速さを求めるなど、速さの意味について理解する必要があります。正答率が

全国平均を上回りました。 

４ これからの学習にあたって 

言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて、筋道を立てて説明したり論理的に考えたり

して、自ら納得したり他者を説得したりすることができる力を身に付けることが大切です。

記述式問題では、全国平均よりも上回っていました。日頃より、疑問に思った課題に対して

筋道を立てて説明したり、数学的に考察したりすることで更なる成果が期待できます。 

４⑷ 正答 分速 200ｍ 

全国の正答率 ５４．１％ 

松山市の正答率  

「全国の正答率をやや上回る」 

１⑴正答 ア 72＋28 

全国の正答率 ６２．１％ 

松山市の正答率  

「全国の正答率をやや上回る」 

４⑴正答 9000 

全国の正答率 ７０．１％ 

松山市の正答率  

「全国の正答率を大きく上回る」 


